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茶　　　袋 硬　　　う 使わない 糸魚粥では使うところと使
わないところがある｛15）
茶　　　杓 使　　　う 使わない 上と同じ㈱茶　　　碗 五郎八茶碗，客は各自持参 五郎八茶碗、原則として主
茶　　箆 夫婦茶究
人側が用意する
v婦茶莞茶を立てる 茶会の客も主人も各自で 原劉として主人が客に立て
人 て出す茶莞の動か
ｵ方
右手で茶籠を持って動きの
綷?ﾉ直角にして左右に動
蛭谷と覇ご かき画わさない
かす
お茶受財
ﾈ頗，作法
浸物，煮物，菓子
wんどない
蛭各と濁ビ
瘧ｱあった 糸魚鍔の場色講鴎文菰鮒
麗　　　在 生濤の中1ζ生きている 殆んどしない
???
一 一一一
（の舳燃汗鱗茶風縦で抱立て・その｛1・il，纈趨鰯隷鋤亭蓋物モ鋸樋切ご｛襲醸τ葱土共
　　に食べ観この時使う番撫ま秋葦鋸駄茶花と蕩葉を一撫‘メ物上献て作るものである｛勘葺
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東西食文化の日本海側の接点に関する研究（1）
のの，かなり大きな差も認められる。両者の比較をま
とめて表2に示した。
　両者で大きく異なるのは，お茶の種類と実際にお茶
を立てる人が誰かということである。茶を立てる人が
主人である糸魚川の場合には，茶会の雰囲気がどうし
ても形式ばることになり易いと考えられる。これに対
して，蛭谷の場合は，各自が立てるので全く自由であ
り，茶会は闊達で楽しいものとなり易い。このあたり
に，蛭谷にバタバタ茶がコミュニケーションの場とし
て，生き生きと生き残っている理由が隠されているよ
うに思われる。
　　　　　　　　　ま　と　め
　東西食文化が接触する地帯と推定される新潟県西部
の西頸城地方と富山県東北部に残る煎じたお茶を泡立
てて飲む一バタバタ茶について調査し，その分布状態
を探り，また実際の茶の立て方を記録した。
　その分布状態から，東側は糸魚川市と能生町を隔て
る境界線あたりまでが，かなり強い習慣があったこと
が認められた。
　仮に，バタバタ茶が西の文化であるとすると，東西
食文化を分けるラインの一つとして，この糸魚川と能
生を分けるラインが考えられることになる。
　富山県蛭谷と新潟県糸魚川に残るバタバタ茶は，共
通点が多いが，黒茶と番茶という用いる茶葉の違い，
泡立てをお客の各自がするか主人がするか，この2点
が大きな違いであった。
　終りに臨み，バタバタ茶を実際に立てて下さった谷
口ふみさんと斉藤もとさん，聞き取り調査にご協力頂
いた内山千恵子さん，斉藤美保子さん，山川いみ子さ
ん，斉藤魏氏，細井顕輝氏，有益なご助言を頂いた糸
魚川市役所・松野功氏及び木島勉氏，更に調査に解答
を頂いた皆様方に厚くお礼を申し上げます。
　なお，本研究にご支援を頂いている財団法人日本食
生文化財団に深謝いたします。
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